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会長就任にあたって
New President’s Address for the 41th term of HTSJ 
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１．はじめに 

２．ナノテクノロジーの産業技術における位置付け 

12 12

製造技術分野の産業技術における位置付け 

ナノテクノロジーと伝熱
Nano-technology and Heat Transfer 

Akira YABE (National Institute of Advanced Industrial Science and Technology)
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製造技術分野のマイクロ化の研究開発動向 

MEMS Micro-Electro 

-Mechanical System

（1）ナノ機能広域発現を目指す研究開発の推進 

（2）微小機械要素の組み合わせによる機能の発現を

 

電子･情報物質･物性生命工学

知的基盤

科 学

製造技術

高度

情報化

社会

安全・安

心な

人間調

和社会
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目指すマイクロマシン技術の進展とナノマシンへの
挑戦 

（3）マイクロファクトリーによる高速加工化、高精

度化、省資源化、省エネルギー化の追求 
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ナノテクノロジー分野での研究開発の位置付けと特
徴 

３．ナノテクノロジーの研究開発の現状と特徴 

ナノテクノロジーの目指すもの

人間・環境調和型工業技術

　　　　量子力学

半導体ナノプロセス

革新的ナノデバイス

材　料

　　環境・化学

環境ナノデバイス

　バイオ・医療

ナノバイオメディ
カル

生化学

ナノ製造技術（加工・計測）

高度情報化社会
（ＩT社会）

安全・安心な社会
（バイオ）

循環型環境調和社会
（環境・ｴﾈﾙｷ ﾞー )

ナノサイエンス

ナノテクノロジーの目指すもの

人間・環境調和型工業技術

　　　　量子力学

半導体ナノプロセス

革新的ナノデバイス

材　料

　　環境・化学

環境ナノデバイス

　バイオ・医療

ナノバイオメディ
カル

生化学

ナノ製造技術（加工・計測）

高度情報化社会
（ＩT社会）

安全・安心な社会
（バイオ）

循環型環境調和社会
（環境・ｴﾈﾙｷ ﾞー )

ナノサイエンス

3



40

 -9- Jour. HTSJ, Vol. 41, No. 169 

（1）ナノテクノロジー全体のロードマップを作成す
ることが重要であると共に、明確な目標を持って、

ナノのサイエンスに本腰を入れて取り組むことが大

切である。 

（2）ナノ加工装置、ナノ計測装置は、設備等が大が
かりになるので、多くの企業や多くの研究者が協力

して使用することが重要になる。 

ナノマニュファクチャリングのロードマップ 

４．ナノテクノロジーの体系的整理の試み（伝熱、

輸送現象関連課題の例示） 

ＩＴ バイオ 環境
エレクトロニクス、光情報通信 生体・医療 エネルギー・化学

想定される加工環境
使用環境

高真空中
大気中 大気中

液体中
大気中
液体中

想定される加工材質 半導体
金属
絶縁体

生体材料
（タンパク質、遺伝子
等）
センサー用半導体

環境触媒
エネルギー変換材料
（シリコン、チタニア等）
エネルギー機器用材料
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５．マイクロ・ナノ現象を如何にして製品の大きさ

で実現し実用に役立たせるか――自己組織化現象の
制御の役割と伝熱技術の重要性―― 

マイクロ・ナノマニファクチャリング（製造技術のマイクロ化）の
ロードマップ（案）

設計技術

加工技術

組立技術

計測技術

アウト
プット

現在（２０００年） ２００５年 ２０１０年 ２０１５年以降

レーザー微細加工

リソグラフィー

形状設計支援ツール

マイクロ機械要素

超精密マイクロファクトリ

量子ドット発光素子
ﾌｫﾄﾘﾌﾗｸﾃｨﾌ 素゙子

ﾀ ｲ゙ﾅ ﾐｯｸﾎﾛｸ ﾗ゙ﾑ素子

波長可変レーザー加工

ナノスケール形状計測

加工・組立一体設計ツール

高品質半導体レーザー

自己組織化利用組立

ナノスケール形状レーザー加工

産業技術総合研究所　マイクロ・ナノ機能広域発現研究センター

リガプロセス

量子機能計測 加工場in-situ計測

機能設計技術ツール

特定分子結合切断・接合
（コヒーレントリアクション利用加工）

極短パルスレーザー加工
ナノスケール構造制御加工

ﾀ ｲ゙ﾅﾐｯｸ3Dﾌｫﾄﾆｯｸ素子

ｺﾋｰﾚﾝﾄ電子線加工装置
（オングストローム加工装置）

フォトケミカルホールバーニング素子超常磁性素子

バイオミメティック加工

高性能光エネルギー変換素子

波長多重情報通信機器

素子パッケージング
（マイクロマニピュレーション）

バイオミメティック素子

イオンビーム加工
CVD,PVD加工

(ﾏｲｸﾛ･ﾅﾉ
ﾌｧﾌ ﾘ゙ｹｰｼｮﾝ
技術)

素子
部品

機器
装置

分子動力学利用シミュレータ

加工技術と組立技術の融合

H1３.４

界面現象シミュレータ

クラスタービーム加工

超精密機械加工

超精密機械加工装置
ナノ加工マザーマシン

バイオミメティックマシン

ナノスケール状態計測・分析

マイクロ・ナノマニファクチャリング（製造技術のマイクロ化）の
ロードマップ（案）

設計技術

加工技術

組立技術

計測技術

アウト
プット

現在（２０００年） ２００５年 ２０１０年 ２０１５年以降

レーザー微細加工

リソグラフィー

形状設計支援ツール

マイクロ機械要素

超精密マイクロファクトリ

量子ドット発光素子
ﾌｫﾄﾘﾌﾗｸﾃｨﾌ 素゙子

ﾀ ｲ゙ﾅ ﾐｯｸﾎﾛｸ ﾗ゙ﾑ素子

波長可変レーザー加工

ナノスケール形状計測

加工・組立一体設計ツール

高品質半導体レーザー

自己組織化利用組立

ナノスケール形状レーザー加工

産業技術総合研究所　マイクロ・ナノ機能広域発現研究センター

リガプロセス

量子機能計測 加工場in-situ計測

機能設計技術ツール

特定分子結合切断・接合
（コヒーレントリアクション利用加工）

極短パルスレーザー加工
ナノスケール構造制御加工

ﾀ ｲ゙ﾅﾐｯｸ3Dﾌｫﾄﾆｯｸ素子

ｺﾋｰﾚﾝﾄ電子線加工装置
（オングストローム加工装置）

フォトケミカルホールバーニング素子超常磁性素子

バイオミメティック加工

高性能光エネルギー変換素子

波長多重情報通信機器

素子パッケージング
（マイクロマニピュレーション）

バイオミメティック素子

イオンビーム加工
CVD,PVD加工

(ﾏｲｸﾛ･ﾅﾉ
ﾌｧﾌ ﾘ゙ｹｰｼｮﾝ
技術)

素子
部品

機器
装置

分子動力学利用シミュレータ

加工技術と組立技術の融合

H1３.４

界面現象シミュレータ

クラスタービーム加工

超精密機械加工

超精密機械加工装置
ナノ加工マザーマシン

バイオミメティックマシン

ナノスケール状態計測・分析
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ナノテクノロジーの分類
キーワード、トピックス 伝熱現象、輸送現象関連技術課題

分類
基礎現象

ナノ現象 カーボンナノチューブ

・種々のナノ構造の熱伝導率(ナノチューブ、超格子）
・ナノスケール接触時の熱伝導
・ナノ構造の熱物性、ジュール熱の発生メカニズム
・ナノ領域、三次元ナノ構造の加熱現象、光物性、輻射特性
・ナノバブル、ナノメーターオーダーにおける表面張力利用
・燃料電池電極のナノレベル触媒反応の高性能化

マイクロス
ケール現象 MEMS,マイクロマシン、

・マイクロ微小凹凸面による液体の流動抵抗低減
・マイクロ微小凹凸面からの輻射・吸収特性
・MEMS利用高熱流束除熱
・半導体の低熱伝導化・高電気伝導化による熱電冷却素子の高
性能化

製造技術
設計技術、
エンジニアリ
ングデータ
ベース

量子分子動力学、分子動
力学、熱流体データ

・種々のナノ構造の熱伝導率(ナノチューブ、超格子）計算
・ナノ構造の熱物性、ジュール熱の発生メカニズム解析

加工。成
形、プロセス
技術

超微細加工、ナノ加工、リ
ソグラフィー、レーザー加
工

・カーボンナノチューブの生成方法の高効率化の熱工学的研究
・短パルスレーザーアブレーション・レーザーアニーリングにおけ
る相変化現象・結晶構造変化

組立・集積
技術

加工と組立の一体化の推
進、自己組織化の制御、
高精度マイクロ組立

・ナノスケールのミセル・ネットワーク構造による乱流の抵抗低減
・ナノスケールの結晶成長制御による氷のスラリー化

システム、メ
インテナン
ス、信頼性、
計測技術

冷却システム、マイクロ送
液システム、複雑形状ナ
ノ計測技術、

・マイクロ領域高熱流束除熱・温度制御
・半導体薄膜熱物性、信頼性
・固体レーザーの温度均一化、高熱流束除熱（高コヒーレンス
化）

応用分野

ＩＴ 光情報通信用機器
・加熱によるナノメーターオーダーの熱変形を活用するメモリー

バイオ
バイオチップ、DNA診断機
器

・生体エネルギー変換機構の模擬
・水素結合、静電力、分子間力と熱運動のバランスを利用する
輸送現象

環境・エネ
ルギー

エネルギー変換素子、環
境センサー、光触媒

・マイクロバブル。ナノバブルによる環境浄化
・超音波による壁面からのナノ粒子の除去

6
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６．マイクロ･ナノ現象を活用する輸送現象の高機能
化、高効率化の具体例 

(1) シリコン単結晶超微粒子のサイズ分級技術と発

・  

・  

・  

・  ( )

・  

・  

・  

・  
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光素子開発への応用 

（2）超微細凹凸面による液体の層流域流動抵抗低減

技術 

(3)不凍化タンパク質のナノレベル効果を模擬する

氷スラリー作成方法 

７．まとめ 

8

10
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2. エネルギー・環境に関する最近の動向 

 

燃料電池：エネルギーと環境の視点から
Future of Fuel Cell: From the view point of Energy and Environment 

(

Yukio HISHINUMA(Hokkaido University)

図2　エネルギー･環境に関する最近の動向

• 米国が温暖化防止･京都議定書に反対(U36.1, J8.5％）
• 日本‘９９年CO26.8％増，’１０赤信号／３段階対策
• 産廃の再資源化/自動車リサイクル法(‘04）
• ハイブリッド,燃料電池車，ディーゼル排ガス規制強化
（‘05）

• 電力小売全面自由化（‘07）、分散電源，太陽光，風力
発電の拡大

• 電力・ガス価格競争，‘01電力需要ｰ1.2％，電力人員
削減,

• エンロンの破産（事業モデルと適切な規制）
• 産学連携
• 国債格下げ，デフレスパイラル

図1　環境・エネルギー問題

人間活動と自然の相互作用
　

　　エネルギー，鉱物資源，生物資源

　　人工物，都市インフラ　　　　

地球システム変動

気候変動，自然循環の破局，鉱物生
物資源の枯渇，大量廃棄物

循環システム

自然生態との共存
自然エネルギー
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3．燃料電池の特徴と製品化の課題 

図3　環境・エネルギーと時間との関係

エネルギー消費量

時
間 人間時間

環
境
破
壊

機械時間

長所

• 分散型発電の領域で高効率
• 環境性に優れている
• 燃料の多様化に対応できる

課題
• 設備コストが高い
• 化学的寿命が存在する
• 運転特性、耐環境性、メインテナンスコスト、リサイ
クルを評価する必要がある

• 水素燃料
　　　　　　　図4　燃料電池の長所と課題

・開発の長期化と開発人員の確保
　　　　コストおよび経済性
　　　　信頼性

・販売する製品(電力)は同一

・開発のスリム化(開発ベンチャー)
・性能と製品戦略
・スケールアップを無くし直接製品化

環境
規制緩和

図5　燃料電池の製品化
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4．固体高分子型燃料電池（PEFC)の開発 

4.1 PEFC の構造 

4.2 高出力薄型燃料電池 
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4.3 凍結温度以下における燃料電池の起動(8) 

(1) 解析手法 

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

0 300 600 900 1200 1500 1800

40deg.C
50deg.C
60deg.C

C
el

l V
ol

ta
ge

 [V
]

Time [s]

Current Density 0.7A/cm2

FC Temp. 60deg.C
�h or o�1.25 or 2.5
Humidified temp. 60deg.C@Anode

0

4

8

12

16

20

0 300 600 900 1200 1500 1800

40deg.C
50deg.C
60deg.C

P
re

ss
ur

e 
L

os
s 

[k
P

a]

Time [s]

12

C
el

l V
ol

ta
ge

 [V
]

Current Density [A/cm2]

��0.023

��0.753

13



40

2002 7  -20-   

Membrane

AnodeCathode

Boundary Layer

Carbon-Cloth Backing

Separator

Cathode Channel

Anode Channel

: Heat Flux

Boundary Layer

Membrane

AnodeCathode

Boundary Layer

Carbon-Cloth Backing

Separator

Cathode Channel

Anode Channel

: Heat Flux

Boundary Layer

x

y

z

Separator
Membrane

O2,N2
H2O

x

y

z
x

y

z

Separator
Membrane

O2,N2
H2O

x
y

z

x
y

x
y

z
e-

C
at

ho
de

 C
ha

nn
el

A
no

de
 C

ha
n

ne
l

Load

Membrane

H+O2

H2O,O2,N2 H2O,H2,CO2

Cathode Anode

H2O Drag

H2O Diffusion

Heat Flux

dW

OHW
2cfW

cgW cW

14

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8

C
el

l V
ol

ta
ge

 (
V

)

Current Density (A/cm 2)

-10 C

40 C

。

。

Utilization : Constant

15

0

2.5 10-6

5 10-6

7.5 10-6

1 10-5

1.25 10-5

1.5 10-5

0 80 160 240 320 400

W
at

er
 (

m
ol

/s
ec

)

Time (sec)

Cathode

Anode

1.5E-5

1.0E-5

5.0E-6

Current Density : 0.03 A/cm2

Cell Temperature : -10 C

Flow Rate  H
2
: 0.79 L/min

Air : 6.33 L/min

。

16



40

 -21- Jour. HTSJ, Vol. 41, No. 169 

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0 300 600 900 1200 1500 1800

C
el

l V
ol

ta
ge

 (
V

)

Time (sec)

Flow Rate : H
2
 0.79, Air 6.33 L/min

0.01 A/cm 2

0.015 A/cm 2

0.03 A/cm 2

0.05 A/cm 2

17 -10

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0 300 600 900 1200 1500 1800

C
el

l V
ol

ta
ge

 (
V

)

Time (sec)

Flow Rate : H
2
 1.19, Air 9.49 L/min

0.003 A/cm 2

0.01 A/cm 2

0.03 A/cm 2

18 -20

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0 200 400 600 800 1000

C
el

l V
ol

ta
ge

 (
V

)

Time (sec)

Current Density : 0.03 A/cm 2

Cell Temp. -20 C
k = 2.222E+7

。

。
Cell Temp. -10 C

k = 3.935E+7

19 0.03A/cm2) 

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0 200 400 600 800 1000

Time (sec)

C
el

l V
ol

ta
ge

 (
V

)

Initial Cell Temperature : -10 C
。

k = 2.317E+7

0.05 A/cm 2

0.03 A/cm 2

k = 3.935E+7

20 -10 )



40

2002 7  -22-   

5．エネルギー・環境技術の将来 
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平成 14 年度（第 41 期）支部総会・講演会 
 
1. 支部総会 

 
2. 平成 14 年度支部役員 

                          

        

          
          

              

          
          

              

              
 
3. 講演会 

(4)

(1)

(2) PFC
SiH

(3)

(4)

(5)
(6)

中国四国支部活動報告
Report of Chugoku-Sikoku Branch 

Mitsuo SAKO (Hiroshima University)
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第９期総会・特別講演会・講演会 
 

:
:

 
１．総会：13 時～13 時 30 分 

3
3
4
4
4
4

 
２．特別講演会：13 時 30 分～15 時 

(1)

(2) /

55
 
３．講演討論会:15 時 10 分～17 時 20 分 

(1)

(2)
     

(3) Transport Phenomena in Pulse-Tube  
Refrigerators / Cryocoolers

      
      Prof. Ping CHENG 
(4) Spoke patterns in the melt during growth of  

single crystals by Bridgman and  
Czochralski methods

      University of Mining and Metallurgy 
Prof. Janusz SZMYD 

55

４．懇親会：17 時 30 分～19 時 30 分 
 : 2

25

平成 14 年度の事業計画 
１．講演討論会 

8
12 13

 
２．関西伝熱セミナー 

2003
 
３．伝熱技術フォーラム 

3 6 21

3 1

関西支部活動報告
Report of Kansai Branch 

Koji MORI (Osaka Electro-Communication University)
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支部総会・春季セミナー講演会 
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2. 第 6 期(平成 14 年度)支部役員 

 3. セミナー講演会 

(1)格子ボルツマン法による核沸騰熱伝達のシミュ
レーション 

[ ] van der 

Waals-Cahn-Hilliard 

Boltzmann

(2)アルカリ水電解モデルの検討（発生気泡の影響） 

[ ]

(3)内部混合型二流体噴霧器に関する研究（空気流入

法の影響） 

[ ]

北陸信越支部活動報告
Report of Hokuriku-Shinetu Branch 

Toshihiro IWAKI (Toyama University)
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(4)メタン・空気予混合火炎のゆらぎに及ぼす固有不

安定性の影響 

[ ]

(5)カーボンブラック反応炉モデルの数値解析 

[ ]

(6)下向き面を用いた水蒸気吸収促進に及ぼす吸収

伝熱面長さの影響 

[ ]

(7)ミスト化を併用したＵＶ光電子法によるガスク

リーン技術の開発 

[ ]

UV

(8)マテリアルリサイクルを目指した廃棄発泡スチ
ロールの減容化 

[ ]
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http://nenkai02.fluid.mech.tohoku.
ac.jp/ 

７
月 

29 日（月）
～ 

31 日（水） 

混相流シンポジウム２００２ 
（名古屋大学） 

'02.3/29 '02.5/31

〒464-8603 名古屋市千種区不老町 
名古屋大学工学研究科分子科学工学専攻 
坂東芳行 
Tel:052-789-3622, Fax:052-789-3272
E-mail:bando@nuce.Nagoya-u.ac.jp 

８
月 

26 日（月）
～ 

29 日（木） 

第１０回流れの可視化国際シンポジウム
10th International symposium on Flow 

Visualization（ISFV10） 
（京都国際会議場） 

'02.1/31 '01.5/31

ISFV10 事務局・論文委員会委員長 
川橋正昭（埼玉大学） 
ＲＡＮ2001事務局（総務担当古畑朋彦）
Tel:048-858-3443, Fax: 048-858-3711
E-mail:mkawa@mech.saitama-u.ac.jp 

９
月 

5 日（木）
～ 

7 日（土） 

日本機械学会流体工学部門集中講義 
［流体・粒子 混相流入門］ 

（大阪工業大学） 

'02.8/25
(着金) 

 

〒565-0871 吹田市山田丘 2-1 大阪大学
工学研究科機械物理工学専攻 辻 裕 
Tel & Fax: 06-6879-7315 
E-mail:tsuji@mech.eng.osaka-u.ac.jp

９
月 

12 日（木）
～ 

13 日（金） 

日本機械学会関西支部第 257 回講習会 
「最新の熱流体計測技術の基礎と応用」

（大阪科学技術センター） 

'02.9/5 
(申込締切)

 

〒550-0004 大阪市西区靱本町 1-8-4 
大阪科学技術センター内 (社)日本機
械学会関西支部 
Tel:06-6443-2073 Fax:06-6443-6049 
E-mail:jsme@soleil.ocn.ne.jp 
http://www.jsme.or.jp/ks/ 

10
月 

9 日（水）
～ 

11 日（金） 

第１８回睡眠環境シンポジウム 
（横浜国立大学） 

'02.7/10 '02.8/10

横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-5 
横浜国立大学大学院環境情報研究院 
人工環境と情報部門内 
Tel:045-339-3888, Fax:045-331-6143
E-mail:sse@ynu.ac.jp 

11
月 

7 日（木）
～ 

8 日（金） 

(社)日本機械学会 2002 年度熱工学講演会
（琉球大学） 

'02.6/14 '02.8/16

沖縄県西原町千原 1 
琉球大学工学部機械システム工学科
長田孝志 
Tel:098-895-8612, Fax:098-895-8636
http://www.jsme.or.jp/ted/ 

11
月 

7 日（木）
～ 

8 日（金） 

第６回オーガナイズド混相流フォーラム
（混相流の相界面における輸送現象） 
（山口県秋吉台-国民宿舎若竹山荘） 

'02.7/31 '02.9/6

〒755-0151 宇部市あすとぴあ 4-1-1  
山口県産業技術センター熱計測研究室 
磯部佳成 
E-mail:isobe@iti.pref.yamaguchi.jp

11
月 

21（水）
～ 

23（金） 

第４０回燃焼シンポジウム 
（グランキューブ大阪 大阪国際会議場） 

’02.7/19’ ’02.9/24

第 40 回燃焼シンポジウム事務局 
大阪市立大学大学院工学研究科エネル
ギー機械工学分野内 
Tel:072-254-9225,Fax: 072-254-9225
E-mail:sympo40@bosei.combustionsoc
iety.jp 
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2003 年  

 
２
月 

 
６日（木）
～ 

７日（金） 

 

第９回エレクトロニクスにおける 
マイクロ接合・実装シンポジウム 

(パシフィコ横浜) 

'02.9/4 
(Abstract
〆切) 

 

東京都千代田区神田佐久間町 1-11 
(社)溶接学会 Mate 2003 事務局 
Tel:06-6879-8698 Fax:06-6878-3110 
E-mail:mate@jwri.osaka-u.ac.jp 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jws/resear
ch/micro/Mate2003.html 

 

 
６
月 

 
25 日（水）
～ 

27 日（金） 

 
第３回乱流・剪断流現象国際シンポジウム 

Third International Symposium on Turbulence 
and Share Flow Phenomena(TSFP-3) 

（仙台国際センター） 

'02.9/1 
(Abstract
〆切) 

 

東京都目黒区大岡山 2-12-1 東京工業
大学大学院理工学研究科機械宇宙シス
テム専攻宮内敏雄 
Tel/Fax:03-5734-3183E-mail:tmiyauc
h@mes.titech.ac.jp 

 

 
11
月 

 
2 日（日）
～ 

7 日（金） 

 

International Gas Turbine Congress 2003 TOKYO
8th Congress in Japan 
（江戸川総合区民ホール） 

'02.5/31 '03.2/1

The Gas Turbine Society of Japan 
7-5-13-402Nishi-Shinjuku, 
Shinnjuku-ku, Tokyo 160-0023, Japan
Fax:+81-3-3365-0387 
E-mail:igtc@nal.go.jp 

 

 
11
月 

 
2 日（日）
～ 

7 日（金） 

 
International Gas Turbine Congress 2003 TOKYO

8th Congress in Japan 
（江戸川総合区民ホール） 

'02.5/31 '03.2/1

The Gas Turbine Society of Japan 
7-5-13-402Nishi-Shinjuku, 
Shinnjuku-ku, Tokyo 160-0023, Japan
Fax:+81-3-3365-0387 
E-mail:igtc@nal.go.jp 

 

 
11
月 

 
3 日（月）
～ 

8 日（土） 

 

第３回国際シンポジウム「複雑系における 
非常にゆっくりとした緩和現象の解明」 

3rd International Symposium on Slow Dynamics 
in Complex Systems 
（仙台国際センター） 

'03.5/31 ' .  

〒980-8577 仙台市青葉区片平 2-1-1 東
北大学流体科学研究所 徳山道夫
Tel/Fax:022-217-5327E-mail:tpkuyam
a@ifs.tohoku.ac.jphttp://www.ifs.t
ohoku.ac.jp/slow-dynamics/ 

 

 
11
月 

 
9 日（日）
～ 

13 日（木） 

 

International Conference on Power 
Engineeing-03, Kobe 

2003年 動力エネルギー国際会議神戸大会 
（神戸国際会議場） 

'02.3 '03.3 
東京都新宿区信濃町 35 信濃町煉瓦館
（社）日本機械学会総合企画グループ
高橋正彦 Tel:03-5360-3505 

 

 
12
月 

 
1 日（月）
～ 

3 日（水） 

 

マイクロエンジニアリングに関する国際シンポ
ジウム－ 熱流体・信頼性・メカトロニクス －

（日立製作所機会研究所、土浦市、 
産業技術総合研究所、つくば市） 

'02.3 
Abstract

'02.8 
Full 
Paper 

東京都新宿区信濃町 35 信濃町煉瓦館
（社）日本機械学会総合企画グループ
高橋正彦 Tel:03-5360-3505 

 

 

国際会議案内 
開催日 行事名（開催国，開催地） 申込締切 原稿締切 問合先 掲載号

2002 年  

７
月 

14 日（日） 
～ 

18 日（木） 

The 13th International Symposium  
on Transport Phenomena(ISTP-13) 

(カナダ，Convention Center, Victoria, BC)

'01.11/1
(Abstract)

'02.3/1

Dr.Sadic Dost, ISTP13, 
Dept. of Mech. Eng., Univ. of 
Victoria, BC, Canada, V8W 3P6 
http://www.istp13.uvic.ca 

８
月 

18 日（日）
～ 

23 日（金） 

第１２回 国際伝熱会議 
（フランス，グルノーブル） 

 ’01.10/1

東京大学大学院工学系研究科  
機械工学専攻  庄司正弘  
Tel ＆ Fax:03-5800-6987 
E-mail:shoji@photon.t.u-tokyo.ac.jp 
http://www.ihtc12.ensma.fr/ 

2003 年  

３
月 

16 日（日） 
～ 

20 日（木） 

The 6th ASME-JSME Thermal Engineering 
Conference 

’ 
'02.3/29(A
bstract)

'02.6/14

西尾茂文（東京大学生産技術研究所）
E-mail:nishios@iis.t.u-tokyo.ac.jp
佐藤勲（東京工業大学大学院）
E-mail:satohi@mep.titech.ac.jp 
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社団法人日本伝熱学会第 40 期 (平成 13 年度)総会議事録 

１．日 時
２．場 所 1 12

３．正会員数
４．出席者

５．議事経過

第１号議案 第４０期事業報告の件
 ( )

第２号議案 第４０期会務報告の件

第３号議案 平成１３年度収支決算の件

第４号議案 平成１４年度事業計画および収支予算案の件

第５号議案 日本伝熱学会賞の授賞の件
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第６号議案 名誉会員の顕彰の件

第７号議案 第４１期役員選出の件
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第８号議案 議事録署名人選任の件

 ( )
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日本伝熱学会中国四国支部企画

第１４回中国四国伝熱セミナ－・山口のご案内

          754-0893 TEL: 083-987-1410

http//www.pref.yamaguchi.jp/4semina.htm 

JR 15

IC 13 km

IC 5 km

7,000 5,000

70

E-mail E-mail FAX

755-8611 16-1 

                                        E-mail: tnishimu@po.cc.yamaguchi-u.ac.jp 

                                      TEL : 0836-85-9121    FAX : 0836-85-9101

プログラム

12:10-12:50  

12:50-13:00  

《セッション１》「「高効率エネルギーシステムの最新研究・技術開発」

13:00-13:20

13:20-14:10  

14:10-15:00

15:00-15:20           

15:20-16:10

16:10-17:00 LNG

18:00-20:00

《セッション２》「「産業界は伝熱研究に何を期待するのか？」

 9:00-10:15  

10:15-10:30     

10:30-12:00
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2003 年動力エネルギー国際会議 神戸大会 
International Conference on Power Engineering –03, 

 Kobe (ICOPE-03) 

(JSME) 
(ASME) (CSPE) 

開催日 2003 11 9 13
会 場
趣 旨

ICOPE

ICOPE-03 3

論文募集分野
(1) Power Systems       (2) Distributed Energy Systems      (3) Fuel Utilization 

  (4) Advanced Combustion Technology   (5) Boilers    (6) Turbines 
  (7) Generators   (8) Components, Equipment and Auxiliaries 

(9) Operations and Maintenance   (10) New Materials for Energy Systems 
(11) Environmental Protedction    (12) Renewable Energy 
(13) Waste to Energy    (14) Fuel Cells    (15) Economics 
(16) Emerging Technologies   (17) Others (power-related topics) 

使用言語
申込方法

ICOPE-03 http://www.jsme.or.jp/pes/ICOPE-03 400

申込期限 2002 11 30

アブストラクト採否通知  2003 1 31
論文原稿提出期限  2003 3 31
論文採否通知  2003 6 1
最終原稿提出期限  2003 7 31

A4 6

JSME International Journal

問合せ先
564-8680 

E-mail: ozawa@ipcku.kansai-u.ac.jp
  Tel & Fax: 06-6368-0807   Fax: 06-6388-8785 
ホームページ

ICOPE-03
http://www.jsme.or.jp/pes/ICOPE-03 
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第１６回数値流体力学シンポジウム

7

10

16 5

14 5

CD ROM

6,000

1,000

10,000

4,000

8 5

9 27

Web

URL :  http://www.ad.mech.tohoku.ac.jp/~cfd16

8 1

A4 1 11 15

A4 10  12 6

PDF Email

http://www.ad.mech.tohoku.ac.jp/~cfd16

16

TEL : 022-217-6918    FAX : 022-217-6979 

E-mail: cfd16@ad.mech.tohoku.ac.jp

URL: http://www.ad.mech.tohoku.ac.jp/~cfd16



2002 7  -50-   

Fourth International Conference on Compact Heat Exchangers and 
Enhancement Technology for the Process Industries 

September 29-October 3, 2003, Fodele Beach Hotel, Crete Island, Greece 

Chair: 
R.K. Shah, Delphi Harrison Thermal Systems, USA 

Co-Chairs: 
A.W. Deakin, BP Chemicals, UK; H. Honda, Kyushu University, Japan 

T.M. Rudy, ExxonMobil Research &Engineering Co., USA 

Scientific Committee Members (Japan) 
Prof. H. Inaba, Okayama University, Tel: 086-251-8046, E-mail: inaba@mech.okayama-u.ac.jp 
Prof. M. Ishizuka, Toyama Prefectural University, Tel: 0766-56-7500, Ext. 387, 
E-mail:ishizuka@pu-toyama.ac.jp 
Prof. N. Kasagi, University of Tokyo, Tel: 03-5841-6417, E-mail: kasagi@thtlab.t.u-tokyo.ac.jp 
Prof. K. Suzuki, Kyoto University, Tel: 075-753-5250, E-mail: ksuzuki@htrans.mech.kyoto-u.ac.jp

Conference Objectives

I. To provide a forum to present the latest advances in R&D of compact heat exchanger and enhancement 
technology.  

II. To identify present applications of advanced heat exchanger technology, evaluating benefits and 
drawbacks; and to identify further areas where advanced heat exchanger technology could be used. 

III. To identify barriers, real and perceived, to further applications. 
IV. To identify actions which can be taken by the various parties and disciplines to overcome these barriers, 

and to provide communication channels to the several segments of the technical community. 

Conference Format

The conference will be held for 4-1/2 days.  Sessions will be scheduled in the mornings, afternoons, and/or 
evenings, with breaks in the formal program to allow small group interactions. There will be Keynote lectures, 
technical presentations, panel discussions and informal sessions.  There may be a Poster session for personal 
interactions. There will be no parallel sessions.  There will be an Open Forum session to include presentations that 
do not go into the conference proceedings.  Attendance at the conference will be limited to about 80 to 100 
participants to encourage maximum interaction among the participants.  All participants will stay at the conference 
site.  Conference registration fee will include complete room and board, conference proceedings and other related 
conference material, and two coffee/tea breaks per day.  This format employed in conferences of Engineering 
Conferences International allows maximum interaction, discussion and networking among the conference 
participants. 

Deadlines

August 31, 2002 An electronic copy of the abstracts (no longer than 1000 words) to be sent to the Regional 
Scientific Committee member or the Co-Chair; the authors will then be notified of the abstract 
acceptance within a few days.  

October 4, 2002 Full manuscript prepared electronically in the specific format to be sent to the Scientific 
Committee members. 

January 6, 2003 Notification of the manuscript acceptance and the reviews to be sent to authors. 
January 27, 2003 Complete author-prepared electronic version of the paper with two hard copies to be sent to 

Regional Scientific Committee members. 

Tel: 092-583-7787, E-mail: hhonda@cm.kyushu-u.ac.jp
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熊本大学工学部知能生産システム工学科教官公募

1

2 39 1

50

(1)

(2)

(3)

15 4 1

14 8 23

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 10

(5) 1,000

(6) 1,000

(7) 1,000

(8)

(9) 2

860-8555 2 39 1

096-342-3742, E-mail:kashiwa@gpo.kumamoto-u.ac.jp 

            

)

096-342-3752, E-mail: imura@gpo.kumamoto-u.ac.jp
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北海道大学大学院 工学研究科教官公募

1. 1

2.

3.

4.

5. ph.D

6. 2003 4 1

7.     (1) 

  (2) 

(3)

                (4) 

(5) 1200

(6) 1200

(7)

8. 2002 10 1

9.

060-8628 13 8

                

  Tel. 011-706-6429 Fax. 011-706-7889 E-mail: fujikawa@eng.hokudai.ac.jp 

10. 060-8628 13 8

 (Tel. 011-706-6156 Fax. 011-706-7895)

No.14-8

11.    http://www.eng.hokudai.ac.jp/
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神戸大学工学部機械工学科教員公募�

�
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近畿大学 理工学部 機械工学科教員募集

1.

2.

3.

4.

5.

(1)

(2) 45

(3)

(4)

6.

2003 4 1

7.

(1)

(2)

(3)

(4) 1000

(5) 1000

(6)

(7)

( )(1) (2)

8

2002 10 15

8.

577-8502 

(06) 6721-2332  FAX(06) 6727-2024 

Email: yuri@mech.kindai.ac.jp

(
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1. はじめに 

2.「伝熱」用原稿作成上の注意 
2.1 標準形式 

Microsoft Word

1

1
 A4 (210mm 297mm)

30mm 30mm 
20mm 20mm 

 1 45mm
10 (10 0.3514mm) 8

 2 1 80mm 10mm
 10 (10 0.3514mm) 

    (Windows) MS
    (Macintosh) 

    (Windows) MSゴシック体
    (Macintosh)

    Times New Roman Symbol
1  1 23

 15 (15 0.3514=5.271mm) 
1 45

1

2.2 見出しなど 
ゴシック体
1 2.2

2.3 句読点 

2.4 図について 

2.5 参考文献について 
2.5.1 番号の付け方 

[1] [2,4]
[6-10]
2.5.2 参考文献の引き方 

(Therm. Sci. Eng. ) -

(JICST)

参考文献 
[10] B

80-100 (1999), 3000-3005
[11] Incropera, F. P. and Dewitt, D. P., Fundamentals of 

Heat and Mass Transfer, John Wiley & Sons (1976). 
[12]Smith, A. et al.,Therm. Sci. Eng., 7-5 (1999) ,10-16. 
[13]  (1980).  

MS-WORD

  http://www.htsj.or.jp/ 

http://www.htsj.or.jp/den_guide.html 

http://www.htsj.or.jp/reqcopy.html 

「伝熱」原稿の書き方
How to Write a Manuscript of Dennetsu 

Taro DENNETSU (Dennetsu University)
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「伝熱」会告の書き方 
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事務局からの連絡

１．学会案内と入会手続きについて 
【目的】 

【会計年度】 

【会員の種別と会費】 

【会員の特典】

1. THERMAL SCIENCE AND 
ENGINEERING

5 7 9 11 1 3

2.

【入会手続き】

JIS -

２．会員の方々へ

【会員増加と賛助会員口数増加のお願い】

【会費納入について】
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【変更届について】

【退会届について】

【会費を長期滞納されている方へ】

12
THERMAL 

SCIENCE AND ENGINEERING

３．事務局について 

事 務 局

)
)
)

)

THERMAL SCIENCE AND 
ENGINEERING

)

113-0034  2-16-16 

TEL, FAX 03-5689-3401  
 E-MAIL: htsj@asahi-net.email.ne.jp
 HP: http://www.htsj.or.jp 

10 5

184-8588 2-24-46 

 TEL:042-388-7088 FAX:042-388-7088 
 E-mail : motizuki@cc.tuat.ac.jp
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新入会員（2002.4～2002.7）   67 名   
 

資格 氏 名 勤務先 資格 氏 名 勤務先 

正 瀬田  剛 冨山大学工学部 学生 伊吹 竜太 東北大学  

正 横山 信博 明星電気（株）守谷工場 学生 安井 真也 名古屋工業大学大学院工学研究科 

正 五十嵐 敬 （株）東機械製作所 学生 竹内 祥奎 名古屋工業大学大学院工学研究科 

正 横谷 裕嗣 日本電産エレクトロニクス（株） 学生 長田 純一 名古屋工業大学大学院好学研究科 

正 山本  勉 （株）富士電電機総合研究所 学生 稲垣賢一郎 名古屋工業大学大学院工学研究科 

正 北村 邦彦 （株）九電工 学生 市川美智子 名古屋工業大学大学院工学研究科 

正 正司  毅 （株）大阪真空機器製作所 学生 熊野 智之 岐阜大学大学院工学研究科 

正 村越 元彰 日本製紙（株） 学生 崔  淳豪 東京大学大学院工学系研究科 

正 斎藤 秀介 （株）富士電機総合研究所 学生 山口 雄一 慶應義塾大学理工学研究科 

正 小泉 雄大 コーセル（株） 学生 花折 洋量 東京理科大学大学院理工学研究科 

正 野口 佳樹 龍谷大学理工学部 学生 平  彰介 北海道工業大学大学院 

正 佐久間宙之 日産自動車（株） 学生 松田 義信 東京工業大学理工学研究科 

正 牧野 拓也 ソニー（株） 学生 工藤 正樹 東京理科大学理工学研究科 

正 君島 真二 芝浦工業大学システム工学科 学生 関  洋治 東京理科大学理工学研究科 

正 長田 裕司 （株）豊田中央研究所 学生 丸岡 伸洋 大阪府立大学大学院工学研究科 

正 藤山 周秀 光洋サーモシステム（株） 学生 太田  順 東京大学大学院工学系研究科 

正 石井 秀明 日本窯炉（株） 学生 長田 光広 東京大学大学院工学系研究科 

正 山本  憲 （株）デンソー 学生 中岡 真一 東京大学大学院工学系研究科 

正 沖ﾉ谷 剛 （株）デンソー 学生 小原 義隆 東京大学大学院工学系研究科 

正 河地 典秀 （株）デンソー 学生 小清水孝夫 九州大学大学院工学府機械科学専攻 

正 丸太  薫 東北大学  学生 福井 克人 琉球大学大学院理工学研究科 

正 加藤  鎮 東邦ガス（株）基盤技術研究部 学生 小暮かの子 芝浦工業大学大学院 

正 青木 綱芳 （株）フジクラ 学生 伊藤 譲治 芝浦工業大学大学院 

正 齊川 路之 （財）電力中央研究所  学生 厳  子翔 東京大学 

正 山崎 啓司 昭和電工（株） 学生 岡 啓一郎 神戸大学大学院自然科学研究室 

正 羽入田勝也 北陸電力（株） 学生 廣川 文仁 東京大学大学院工学系研究科 

正 内田 博幸 石川島播磨重工業（株）    

正 草刈 和俊 東京電力（株）営業部    

正 堀木 幸代 東京商船大学    

正 森原  淳 バブコック日立（株）    

正 山口 康隆 大阪大学 工学部    

正 村上 泰城 三菱電機（株）    

正 中川 勝文 豊橋技術科学大学    

正 小谷 正直 （株）日立製作所 機械研究所    

正 吉野 英夫 （株）富士通    

正 渡辺  学 東京水産大学    

正 石川 博一 ソニー（株）CNC CT 開発本部    

正 北原 博幸 トータルシステム研究所    

正 青山 繁男 松下冷機（株）    

正 小林 洋平 芝浦工業大学     

正 王  剣鋒 東京大学新領域創成科学研究科    
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寄付会費（2002.4～2002.7）  55 名 129,000 円 
 

資格 氏 名 勤務先 資格 氏 名 勤務先 

正 石塚  勝 富山県立大学工学部 正 長野  靖尚 名古屋工業大学大学院 

正 石原  勲 関西大学工学部  正 橋爪  秀利 東北大学大学院工学研究科 

正 稲田  孝明 産業技術総合研究所 正 日向野三雄 秋田県立大学 

正 岩城  敏博 富山大学工学部 正 菱田  公一 慶應義塾大学理工学部 

正 太田  照和 東北大学大学院工学研究科 正 廣田  真史 名古屋大学大学院工学研究科 

正 岡崎  健 東京工業大学大学院 正 藤田  秀臣 名城大学理工学部 

正 緒方  潤司 三菱重工業（株）高砂研究所 正 本田  知宏 福岡大学   

正 小川  邦康 慶應義塾大学理工学部 正 本田  博司 九州大学   

正 小澤  守 関西大学工学部 正 前沢  三郎 成蹊大学工学部   

正 小畑 良洋 産業技術総合研究所 正 牧野  俊郎 京都大学大学院工学研究科 

正 親川  兼勇 琉球大学工学部 正 増岡  隆士 九州大学大学院工学研究院 

正 勝田  正文 早稲田大学   正 松原  幸治 新潟大学工学部 

正 上宇都幸一 大分大学工学部 正 丸山  茂夫 東京大学大学院工学系研究科    

正 河原  治 富山工業高等専門学校 正 宮良  明男 佐賀大学理工学部  

正 河村  洋 東京理科大学理工学部 正 望月  貞成 東京農工大学工学部 

正 工藤  一彦 北海道大学大学院工学研究科 正 桃木  悟 長崎大学工学部 

正 功刀  資彰 京都大学大学院工学研究科 正 森   茂 金沢大学工学部  

正 佐藤 公俊 産業技術総合研究所 正 森  康彦 慶應義塾大学理工学部  

正 芝原  正彦 大阪大学大学院工学研究科 正 森田 昭生 三菱重工業（株） 

正 庄司  正弘 東京大学大学院工学系研究科  正 門出  政則 佐賀大学理工学部  

正 杉山憲一郎 北海道大学大学院工学研究科 正 山口  邦彦 金沢大学工学部  

正 鈴木健二郎 京都大学大学院工学研究科    正 山口  朝彦 長崎大学工学部 

正 辻  俊博 名古屋工業大学   正 山口 康隆 大阪大学工学部 

正 寺西  恒宣 富山工業高等専門学校  正 山田  雅彦 北海道大学大学院工学研究科 

正 時田  雄次 大分県立工科短期大学校 正 横堀  誠一 （株）東芝  

正 鳥居  修一 鹿児島大学工学部  正 吉田  駿 九州大学大学院工学研究院 

正 永井  二郎 福井大学工学部  正 吉田  英生 京都大学大学院工学研究科 

正 長田  孝志 琉球大学工学部    
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日本伝熱学会 賛助会員新規入会申込み届け用紙 
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